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令和８年度事業計画書 

                       令和８年４月１日から令和９年３月３１日 

 

Ⅰ 基本方針 

令和８年度は、公益目的支出計画に基づく公益目的事業（継続事業）を着実に実施する

とともに、収益事業として定款に基づく調査･研究事業（受託）にも積極的に取り組むこと

とする。 

  公益目的事業としては、先導的な調査･研究テーマに関する自主研究並びに民間・大学と

の共同研究を積極的に実施し、砂防指定地や土砂災害警戒区域等の砂防関連情報の整理･

活用、砂防関係システムの管理運用体制の検討、土砂の有効利活用やストックヤード確保

に関する検討、流域監視・観測システム向上、みどりの評価、国内外における危機管理方

策の検討、これまでの砂防ボランティア活動の整理などに取り組むとともに、調査研究成

果の情報提供のため、Web 発信や各種学会発表等を実施する。 

また、「木村基金」による助成事業や（一財）日本宝くじ協会の助成を活用して「土砂災

害警戒区域等を明示した現地表示看板」の整備を進める他、砂防関連行事への協力･支援等

を幅広く実施する。 

  収益事業としては、定款に基づく調査･研究テーマに関する業務について積極的に取り

組む。 

土砂災害防止対策基本指針の変更を踏まえ、土砂災害警戒区域等の抽出精度向上及び指

定促進に関する調査･研究を引き続き推進する。 

また、危機管理に関する調査･研究は、土砂災害防止法と災害対策基本法及び改訂が予定

される防災気象情報の内容に加え、近年頻発する大規模土砂災害から得られた課題・教訓、

今後想定される大規模地震を踏まえ、地域の防災力向上につながる取り組みを進めるとと

もに、豪雨や地震に伴う深層崩壊や地すべりによる天然ダム形成や決壊、同時多発的な土

砂災害や地震後の豪雨による複合災害など、大規模土砂災害に対する中山間地域等の危機

管理方策に関する検討を行う。 

  さらに、経済性、流域の状況等を考慮した砂防設備等の長寿命化･機能向上を図るための

効果的な維持管理･修繕･改築手法及び除石・除木処理計画の策定、施設管理への三次元デ

ータや DX の活用、効率的な土砂や流木の処理方策、再生エネルギー分野との連携、都市

山麓グリーンベルトやカーボンクレジット等 GX（グリーントランスフォーメーション）

の推進、土砂災害史料の整理及び歴史的･文化的価値を有する砂防設備の保全･利活用手法

等に関する調査･研究に取り組む。 

  一方、民間と共同開発した「土砂災害警戒区域等設定支援システム及び管理システム」

などの技術を積極的に活用し、「土砂災害警戒区域等の指定促進や管理業務」を支援すると
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ともに、「地方自治体や国の機関が保有する砂防関連情報のデータベース化」等の業務にも

引き続き取り組む。 

 

Ⅱ 事業概要 

 

１．公益目的支出計画事業 

 

 （１）調査研究及び助成事業（継続事業１） 

      ①調査研究 

          多様化かつ激甚化する土砂災害に適切に対応していくため、砂防指定地等及び

その周辺の保全整備と適切な管理、危機管理体制の整備、情報の管理に資するた

めに、自主研究を行うとともに民間・大学と共同しながら先端的かつ先導的な調

査研究及び技術開発を行う。また、砂防関連情報のバックアップ等の保守管理に

取り組む。 

   ②助成事業 

     国内、諸外国の砂防に関する調査、研究、研修等に対して、当機構内に設立し

ている「木村基金」から助成する。 

      ③協賛・支援 

     国土交通省や地方公共団体及び関係団体が主催する砂防関係行事等への講師の

派遣や、砂防関係行事等への協賛金等の助成を行う。 

    ・国土交通省、地方公共団体、大学及び関係団体が行う研修会等への講師派遣 

    ・砂防ボランティア等に対する活動支援 

      イ）「砂防ボランティア全国連絡協議会」への支援･協力 

      ロ）「砂防ボランティア基金」への支援･協力 

      ハ）「砂防施工管理研究会」への支援･協力 

       

 （２）（一財）日本宝くじ協会からの助成による助成事業（継続事業２） 

        土砂災害から国民を守り、国土の保全と安全で快適な国民生活の向上に寄与する

ため、（一財）日本宝くじ協会の助成金を活用して土砂災害警戒区域等を明示した現

地表示看板を市町村に整備する。 

 

 （３）技術的動向の情報発信（継続事業３） 

  調査研究成果の情報提供のため、砂防維持管理や地域防災力等の内容を主体とし

た研究成果について、Web 発信や各種学会発表等を実施する。 
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２．調査・研究等受託事業（収益事業） 

 

（１）砂防指定地等及びその周辺の保全整備と管理に関する調査研究並びに情報提供、提

言及び指導 

  ＜主な受託業務＞ 

    １．砂防指定地等の管理のあり方に関する検討 

    ・衛星画像を利用した土地利用の変化抽出等に関する検討 

    ２．砂防指定地等及びその周辺の管理に関する開発計画等の技術的指導 

   ３．砂防えん堤等砂防施設の保全･管理に関する検討他 

    ・イ）歴史的砂防設備の保全･利活用等に関する検討 

    ・ロ）経済性、流域の状況等を考慮した砂防設備等の効果的な維持管理･修繕･改

築方策等に関する検討 

    ・ハ）砂防設備の効率的な除石･除木処理方策に関する検討 

    ・二）施設管理への三次元データや DX の活用 

    ・ホ）都市山麓グリーンベルトやカーボンクレジット等 GX（グリーントランス

フォーメーション）の推進 

 

（２）砂防指定地等及びその周辺の危機管理体制の整備等に関する調査研究 

  ＜主な受託業務＞ 

      １．大規模土砂災害に対する危機管理のあり方に関する検討 

      ・危機管理計画を含んだ防災業務計画及びマニュアルの策定･見直し、「大規模土

砂災害対策連絡会」など関係機関との連携体制を構築するための組織の設置･運

営等 

      ２．大規模土砂災害を想定した中山間地域等の危機管理方策の検討 

    ・監視･観測体制及び関係機関間の情報共有･連携体制の構築に関する検討等 

      ３．土砂災害防止のための地域防災力の向上方策に関する検討他 

        ・大規模土砂災害を想定した関係機関の効果的な連携方法等の防災実務演習 

    ・地区居住者によるハザードマップ作成等による地域防災力の向上支援に関する

検討 

    ・土砂災害に係る警戒避難体制の強化に資する避難行動計画作成手法の検討 

    ・土砂災害に関する災害時要配慮者も含めた地区防災計画作成の支援検討 

 

（３）砂防事業等に関連する地域の利用並びに活性化のための調査研究 

  ＜主な受託業務＞ 

   １．砂防設備等を活用した地域活性化に関する検討 
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   ２．土砂災害史料の整理とその利活用に関する検討 

 

（４）砂防指定地等及びその周辺の砂防事業に関わる情報の管理に関する調査研究 

  ＜主な受託業務＞ 

   １．砂防指定地等砂防関連情報の管理システムの構築等 

    ・砂防指定地台帳、砂防設備台帳、土砂災害危険箇所、基礎調査データ、LP デー

タ、地形図等の砂防管理関連情報のデータ作成ガイドラインの策定･改訂等 

    ・砂防管理関連情報の管理システムの構築等 

   ２．土砂災害警戒区域等の Web 配信システムの運営他 

３．砂防関係システムの管理運用体制の検討 

 

（５）砂防指定地等の指定･公示に関する調査研究 

   （「土砂災害防止法」に基づく土砂災害警戒区域等、「砂防法」に基づく砂防指定地

の設定等に関する支援業務を実施する） 

  ＜主な受託業務＞ 

１．土砂災害警戒区域等の設定に関する照査 

２．基礎調査の技術マニュアルの策定、特定開発行為の許可に関する基準策定他 

３．砂防指定地の指定・公示・解除に関する検討 

 

（６）砂防指定地等の指定･公示に係る技術的支援等に関する事業 

    ＜主な受託業務＞ 

     １．土砂災害警戒区域等設定支援システムの開発及び提供･支援 

    ２．三次元数値地図作成の技術指導及び照査 

    ３．基礎調査データの処理並びに管理システムへの登録支援他 

 

 


